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12.1受鶏にわたる持久的トレーニングが
ラット骨格筋エネルギー代議設に及iま
す影響
。久野鶏也(東京大・教養)， 
桜井悠二，勝出茂(筑波大学)， 
三森文行(鐙立環境研)
ff3約jラットのライフスパンは21F半くらい
といわれているが，本研究では13滋鈴よりおおよ
そラットのライブスパンにあたる18ヵ月の箆，遜3
1m， 26.7 m/minの速度で45分間の持久的トレーニ
ングを行い.31PNMRY:去により安静持，議激震寺及
び笛後i時におけるエネルギー代裁の激怒の変化を
非侵接的に検討した，さらに，毅織化学および生
化学的検討も行なうことより， NMRのデータとの
関係について検討した.
f方法J31PNMR法による総定は， r湾…ラットに
対してトレーニング溺関の0，3，6，9，12，15，18ヵ月特
に，総織化学(筋線維緩成，筋線維綾断濁稜)お
よび生化学的検討 (SDHおよひtpFK活性〉は， 12 
ヵ月時および20ヵ月時に笑絡した(なおt 12ヵfJ
5寺の組織化学および生化学的検討はj湾綾なトレー
ニングを議した郊のラットを用いた.
f総菜および考察J3ヵ月時より認められたトレ
ーニング効来(遂動中のPαの低下抑制，遂動直
後からのPCr[ill復特定数の短絡および締胞内pHの
低下手IJ総〉は，協力fjs寺(22ヵ月鈴〉までj可様に
認められた. しかしながら， 15ヵ月時 (19ヵ月齢〉
よちそれらの効采の叡j合が小さくなる緩向を示し
た〈一方，コントロール群も3ヵ月時よ号低下する
ので， ilu群の差というものは3ヵ月時より15ヵ月時
までほとんど問様であった).これらの結来は，
殺さきな高齢までトレーニング効果を維持できるこ
とを訴している…方，成年綴とj母様なトレーニン
グ効果:を維持することは飽難である可能性を示唆
している.また，筋線維様断留殺において馨しい
加齢の影響が認められたが，その低下皮と筋エネ
ルギ一代裁の低下度とを比較すると，筋エネルギ
ー代織におけるそれの方合羽織による影響が小さ
いことが示唆された.
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